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第184号（令和２年５月26日号）

町民の
皆さまへの
お願い

　政治家はごく一部の例外を除き、お招きいただく会合へ出席する際、
ご祝儀をお渡しすることは公職選挙法違反となります。
　飲食を伴う会合等へ議員をご招待いただく際には、案内文書等へ会費
を明記していただきますよう、ご理解とご協力をお願いいたします。

議会だより

全議員一丸となってがんばります!全議員一丸となってがんばります!
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佐々木  和志　副議長

千葉　有子
図書運営委員長

柳零  圭太　議員越後  貞男　議員 和田　誠　議員 小笠原  君男　議員

久慈　聡
建設農林常任委員長

就 任 に あ た っ て

建設農林常任委員会建設農林常任委員会

広報編集委員会広報編集委員会

図書運営委員会図書運営委員会

　議会の責任がこれまで以上に求められる現在、町のため、全議員一体となり、
共通認識を持って政策を立案・提言する事こそが議会の存在意義を高め、町民の
信頼を得て、町活性化へとつながります。
　地方議会の形骸化や不要論がささやかれる中、本町ほど注目を集めている
議会はありません。昨年から２度の選挙で議員が入れ替わり、ご心配をおかけ
しましたが、議員の意識改革を進め、議会が本来の役割を果すよう努めてまいり
ますので、ご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

土木や建設、水道、農林業および都市計画に関する事務
を所管する委員会。

さんのへ議会だよりの編集を所管する委員会。

議会図書室の運営を所管する委員会。
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竹原  義人　議長

山田将之　総務文教常任委員長
広報編集委員長

乗上  健夫　議員澤田  道憲　議員 番屋  博光　議員 栗谷川  柳子　議員

藤原文雄　議会運営委員長
民生商工常任委員長

就 任 に あ た っ て

議会運営委員会議会運営委員会

総務文教常任委員会総務文教常任委員会

民生商工常任委員会民生商工常任委員会

　議員各位のご推挙をいただき議長に就任いたしました。今はその職責の重さ
に身が引き締まる思いで一杯であります。
　これから議員一人ひとりが、町の発展と将来を見据えて、町民の生活や福祉向
上を目指して、初心を忘れず、常に町民目線で、町民と共に考えて行動する、公平・
公正な議会活動に努めてまいりたいと考えております。
　今後とも当町議会へ町民の皆さまのご理解とお力添えをいただきますよう、
よろしくお願い申し上げます。

議会の運営を円滑、効率的に進めるため、議会運営に関
するさまざまな協議を行うために設けられています。

総務や財務、税務、消防、教育に関する事務のほか、他の
常任委員会の所管に属しない事務を所管する委員会。

商工業や民生、社会福祉、国民健康保険、三戸中央病院
に関する事務を所管する委員会
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４年間町民目
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『みんなが集う  みんなで創る  みんなを笑顔に
　　　　　　　　　　 美しいふるさと  さんのへに! 』

新年度のまちづくり予算を認定しました。
令和2年度各会計予算を可決

特 別 会 計 予 算 額
会計名 新年度予算額 前年度比

学校給食共同調理場 ３，８５１万円 １５１万円減
簡易水道事業 ４，８４６万円 １２９万円増

下水道事業 ２億２，１５９万円 ２，２５１万円増
後期高齢者医療 １億４，４４５万円 １，８１９万円増

介護保険 １７億５，２１５万円 ９７万円減
国民健康保険 １２億７，２５２万円 １億２，７５６万円減

三戸中央病院（収益的支出） ２０億１，５５１万円 ２億６，１２３万円減
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議 決 結 果 一 覧
議案番号 件　名 議決月日 議決結果

報告
第２号

専決処分した事項の報告及びその承認を求めることについて（和解及び損害賠償
の額を決定することについて）
【概要】町有地からの落石により個人の車両を破損したため損害賠償を行ったこ
との報告。

３月24日 報告済

報告
第３号

専決処分した事項の報告及びその承認を求めることについて（青森県市町村総合
事務組合を組織する地方公共団体数の減少及び青森県市町村総合事務組合規約の
変更について）
【概要】三戸郡福祉事務組合の解散により、組織の構成公共団体の減少と規約の
変更を町が協議し専決したことの承認。

３月26日 原案承認

議案
第３号

三戸町森林環境譲与税基金条例の制定について
【概要】国からの森林環境税、森林環境譲与税により、町の森林整備等を行う財
源として基金を設立する条例。

３月26日 原案可決

議案
第４号

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例案
【概要】条例で引用する法律名が改正されたことによる改正。

３月26日 原案可決

議案
第５号

昭和天皇の崩御に伴う職員の懲戒免除及び職員の賠償責任に基づく債務の免除
に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】条例で引用する法律の一部改正による改正。

３月26日 原案可決

議案
第６号

三戸町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】会計年度任用職員の服務の宣誓場所や時間等の柔軟な運用のため改正。

３月26日 原案可決

議案
第７号

三戸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】県人事院勧告に基づく 30 代半ばまでの職員の給与水準の引き上げと、
再雇用職員以外の職員の期末手当の支給割合の引き上げなどの改正。

３月26日 原案可決

議案
第８号

三戸町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例案
【概要】国の法律の用語改正等に伴う改正。

３月26日 原案可決

議案
第９号

三戸町特定教育・保育に関する費用徴収条例の一部を改正する条例案
【概要】国の法律の用語改正等に伴う改正。

３月26日 原案可決

議案
第 10 号

三戸町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例案
【概要】国の基準改正により、令和２年３月31日までに資格研修修了予定であれば放
課後児童支援員としてみなす経過措置を令和５年３月31日まで延長するもの。

３月26日 原案可決

議案
第 11 号

三戸町子ども医療費給付条例の一部を改正する条例案
【概要】給付対象を広げ、新たに高校生等の通院費についても無料とするもの。

３月26日 原案可決

議案
第 12 号

三戸中央病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例案
【概要】条例で引用する法律の一部改正に伴う改正。

３月26日 原案可決

議案
第 13 号

三戸町町営住宅管理条例の一部を改正する条例案
【概要】入居要件を緩和し連帯保証人を２人から１人とすること等の改正。

３月26日 原案可決

議案
第 14 号

和解及び損害賠償の額を決定することについて
【概要】三戸中央病院の通院患者の検査結果に基づく精密検査の受診勧奨がなかった
ことにより悪性腫瘍の発見が遅れたことによる損害賠償を行うもの。

３月26日 原案可決

議案
第 15 号

令和元年度三戸町一般会計補正予算（第９号）
【概要】歳入は地方交付税約１億２千万円の増、歳出は三戸中央病院繰出金約
3000万円の増、プレミアム付き商品券発行事業費約3300万円の減など。

３月26日 原案可決

議案
第 16 号

令和元年度三戸町営簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
【概要】歳入歳出ともに事業費を約 260 万円減額するもの。

３月26日 原案可決
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議 決 結 果 一 覧
議案番号 件　名 議決月日 議決結果

議案
第 17 号

令和元年度三戸町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
【概要】歳入歳出ともに事業費を約 30万円減額するもの。

３月26日 原案可決

議案
第 18 号

令和元年度三戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
【概要】歳入歳出ともに事業費を約 35万円減額するもの。

３月26日 原案可決

議案
第 19 号

令和元年度三戸町介護保険特別会計補正予算（第２号）
【概要】利用料の増減に伴う調整による保険給付費約 6700 万円の減額など。

３月26日 原案可決

議案
第 20 号

令和元年度三戸町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
【概要】歳入は県支出金約１億 5700 万円の減など、歳出は保険給付費１億
5800 万円の減額など。

３月26日 原案可決

議案
第 21 号

令和元年度三戸町国民健康保険直診勘定三戸中央病院事業特別会計補正予算（第４号）
【概要】収入は医業収益 2,097 万円、特別利益 2,985 万円の増など、支出は給与
改定や決算見込みによる医業費用 5,966 万円の減など。

３月30日 原案可決

議案
第 22 号

〜

第 29 号
令和２年度三戸町一般会計予算および各特別会計予算（※ P2、P3 参照） ３月30日 原案可決

議案
第 30 号

三戸町監査委員の選任につき同意を求めることについて
【概要】議会選出の監査委員に久慈聡議員を選任するもの。

３月30日 原案同意

議案
第 31 号

令和元年度三戸町一般会計補正予算（第 10 号）
【概要】令和元年度に予定されていた三戸町葉たばこ生産 80 周年記念事業が、
新型コロナウイルス感染症予防のため中止となったため事業費を次年度へ繰り
越すもの。

３月30日 原案可決

議
案
審
議

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業
費

８
５
３
万
円
の
減
の
内
容
は
、
ま
た
予
定

の
何
％
の
事
業
達
成
率
な
の
か
。

Ａ 

住
民
福
祉
課
長

　

当
初
、
低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
合
わ

せ
て
３
１
５
０
人
の
対
象
者
を
見
込
ん
だ

が
、
最
終
的
な
対
象
者
が
２
５
６
５
人
と

な
り
、
２
月
末
で
計
１
２
４
１
人
、
45
％

が
申
請
し
た
。
さ
ら
に
５
セ
ッ
ト
ま
で
買

え
る
が
平
均
３
．
９
セ
ッ
ト
の
購
入
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
減
額
に
な
っ
た
も
の
。

Ｑ 

佐
々
木
和
志
議
員

　　

入
院
、
外
来
と
も
に
患
者
数
が
減
っ
て

い
る
。
そ
の
原
因
は
予
定
し
て
い
た
介
護

施
設
等
の
利
用
患
者
が
見
込
め
な
か
っ
た

た
め
か
。

Ａ 

病
院
事
務
長

　

原
因
は
介
護
施
設
を
開
設
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
電
子
カ
ル
テ
、
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
予
約

制
の
導
入
で
、
混
み
合
わ
な
い
よ
う
人
数

の
調
整
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
看
護
師
の

体
制
の
問
題
か
ら
入
院
患
者
を
若
干
抑
え

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
。

Ｑ 

佐
々
木
和
志
議
員

　

医
療
ミ
ス
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
病

院
全
体
の
医
療
提
供
の
管
理
の
た
め
、

ド
ク
タ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
と
る
べ
き
で
あ
る
が
ど
う

考
え
て
い
る
か
、
ま
た
外
部
の
指
導
機

関
は
な
い
の
か
。

Ａ 

病
院
事
務
長

　

今
回
の
事
故
対
応
に
つ
い
て
も
全
医

師
と
顧
問
弁
護
士
が
出
席
す
る
院
内
会

議
、
ま
た
事
故
対
応
経
験
の
豊
富
な
医

師
と
弁
護
士
が
出
席
し
て
の
事
故
調
査

委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は

全
医
師
に
入
っ
て
も
ら
い
、
自
分
事
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
く
対
応
で
あ
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も

毎
月
会
議
を
開
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
事
案
も
随
時
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ 

栗
谷
川
柳
子
議
員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

達
成
率
は

ド
ク
タ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
取
れ
て
い
る
か
？

三
戸
中
央
病
院
の
患
者
数
の

減
少
理
由
は

議
案
第
14
号
関
連

議
案
第
15
号
関
連

議
案
第
21
号
関
連
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町
長
は
町
民
と
の
対
話
を
重
要
視
し
、

民
意
の
吸
い
上
げ
に
努
力
し
て
い
る
が
、

町
民
か
ら
の
要
望
や
ク
レ
ー
ム
へ
の
対
応

は
ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の

状
況
を
町
長
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
、
特
に
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①
投
票
に
行
き
や
す
い
環
境
の
整
備

②
桐
萩
地
区
の
未
舗
装
路
の
進
行
状
況

③
二
日
町
の
排
水
溝
の
悪
臭
発
生

④
町
内
病
院
で
の
乳
が
ん
等
健
康
診
断

⑤
八
日
町
小
島
酒
店
前
交
差
点
の
蒸
発
現
象

①
各
投
票
所
で
は
、
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
や
職

員
の
介
助
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
役
場

の
期
日
前
投
票
所
は
バ
ス
停
も
近
く
段
差

も
少
な
い
の
で
買
い
物
や
通
院
の
際
に
利

用
し
て
ほ
し
い
。

②
当
該
未
舗
装
路
は
幅
員
４
ｍ
未
満
の
狭

い
道
路
で
あ
り
、
現
在
具
体
的
な
整
備

計
画
は
な
い
。
未
舗
装
路
の
整
備
は
要
望

等
を
も
と
に
順
次
進
め
て
い
く
。

③
県
道
三
戸
南
部
線
の
側
溝
は
県
道
の
施
設

で
あ
る
た
め
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県

に
衛
生
上
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
て

い
く
。

④
乳
が
ん
検
診
は
専
門
医
の
診
断
が
必
要
で

あ
り
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
検
診
か
、

町
外
検
診
機
関
で
の
個
別
検
診
と
な
る
。

今
後
も
よ
り
よ
い
受
診
環
境
の
整
備
に
取

り
組
む
。

⑤
当
該
交
差
点
は
県
道
と
町
道
が
交
差
し

て
お
り
、
見
通
し
が
悪
い
な
ど
道
路
構
造

上
の
問
題
が
あ
る
が
、
道
路
管
理
者
や
公

安
委
員
会
に
意
見
を
伺
う
な
ど
し
、
安

全
確
保
に
配
慮
す
る
。

　

行
政
と
町
民
の
意
識
に
隔
た
り
が
感
じ

ら
れ
る
。
要
望
や
ク
レ
ー
ム
は
職
員
間
で

共
有
し
た
り
、
大
き
な
も
の
は
町
長
が
回

答
し
た
り
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
仕
組
み

づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
が
町
長
の
考
え

は
。

　

何
に
お
い
て
も
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と

が
一
番
大
事
。
職
員
も
頑
張
っ
て
は
い
る

が
、直
す
べ
き
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
。報
告
・

連
絡
・
相
談
を
頭
に
日
々
の
業
務
を
誠
実

に
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
原
点
で
あ
る
と

考
え
る
。

再
質
問
①

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
、
町

内
小
中
学
校
の
休
校
等
苦
慮
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
対
応
状
況

と
今
後
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
町
長

の
姿
勢
、
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　

町
有
施
設
へ
の
消
毒
剤
設
置
、
チ
ラ
シ

の
全
戸
配
布
、
防
災
無
線
な
ど
で
情
報
共

有
し
て
い
る
。
行
事
は
ケ
ー
ス
に
応
じ
中

止
や
延
期
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
感

染
予
防
、
拡
散
防
止
を
勧
奨
し
万
全
の
態

勢
で
対
応
す
る
。

　

平
成
31
年
３
月
定
例
会
で
質
問
が
出
て

い
た
リ
ン
ゴ
加
工
場
に
つ
い
て
町
長
は「
施

設
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
更
新
の
可

能
性
を
調
査
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
が
、

そ
の
後
の
調
査
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
町
内
施
設
の
現
状
把
握
、
近
隣

町
村
施
設
の
視
察
、
施
設
代
表
者
と
利
用

者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
意
３
施
設
を
ひ

と
つ
に
統
合
す
る
意
見
や
、
専
属
従
業
員
が

加
工
を
請
け
負
い
、
農
家
の
省
力
化
を
図
り

た
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

農
林
課
で
は
補
助
金
や
食
品
衛
生
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
相
談
し
て
い

る
。

　

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
は
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
重
要
な
位
置
付
け
で
あ
り
、
町
も
構
想

を
ま
と
め
て
方
向
性
を
定
め
た
い
。

　

事
業
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
、
実
績
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
の
創
業
者
数
は
、

計
画
目
標
の
８
人
に
対
し
４
人
で
達
成
率
は

50
％
。
引
き
続
き
目
標
達
成
に
向
け
関
係

者
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

町議のQ&
町のA

 Q  
町
民
か
ら
の
要
望
や
ク
レ
ー
ム

へ
の
対
処
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

一 般 質 問

Q
１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
町
の
対
応
に
つ
い
て

Q
２ 

町
の
農
産
物
加
工
施
設
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

 Q
３ 

三
戸
町
創
業
支
援
事
業

計
画
に
つ
い
て

久く

じ慈　
　

聡さ
と
し   

議
員

藤ふ
じ
わ
ら原　

文ふ
み
お雄   

議
員
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一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
事
項
は
、議
会

後
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

一
般
質
問
で
「
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
た

事
項
に
つ
い
て
は
、
議
会
後
に
取
り
ま
と
め
、

一
般
質
問
進
捗
状
況
報
告
書
と
し
て
提
出
し

て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
の
中
、11
ぴ
き
の
ね
こ
に
お

金
を
か
け
る
こ
と
に
不
安
の
声
も
増
え
て

い
る
が
、事
業
が
目
指
す
効
果
を
町
民
に
報

告
す
る
機
会
を
つ
く
れ
な
い
か
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
、
寄
付
者
の

４
割
、
約
１
億
円
が
11
ぴ
き
の
ね
こ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
応
援
の
た
め
の
寄
付
と
な
っ
て

お
り
、
寄
付
者
の
思
い
に
こ
た
え
る
た
め
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
・
ト
レ
イ
ン
、
人
形
劇
の

開
催
な
ど
展
開
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
で
町
の
活
力
も
衰
退
し
な
い

よ
う
、子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

　

子
育
て
す
る
親
の
意
見
で
多
い
の
が
、子

ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時
の
対
応
で
あ
る

こ
と
か
ら
次
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①
三
戸
中
央
病
院
小
児
科
の
常
勤
化
に
進

展
は
あ
っ
た
か
。

②
病
児
、病
後
児
保
育
に
つ
い
て
、町
直
営

で
の
実
施
も
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
現
在
の
状
況
と
今
後
の
進
め
方
は
。

①
三
戸
地
方
出
身
の
小
児
科
医
師
に
声
掛

け
を
続
け
、
週
２
日
の
診
察
を
３
日
に
増

加
さ
せ
た
。
常
勤
化
に
向
け
て
お
願
い
を

続
け
る
。

②
病
後
児
保
育
は
民
間
で
看
護
師
が
確
保

で
き
ず
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
令
和
２

年
度
も
難
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
た
め
、

現
在
三
戸
中
央
病
院
の
病
棟
を
活
用
し
、

町
直
営
で
の
実
施
に
向
け
病
院
と
協
議
を

　

事
業
に
よ
っ
て
町
の
認
知
度
も
上
が
り
、

関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
大
き
く
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

事
業
の
効
果
は
昨
年
の
広
報
４
月
号
で
寄

付
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
て
お
り
、

引
き
続
き
情
報
発
信
し
、
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
む
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
町
政
へ
の
ご
意

見
・
ご
提
案
の
案
内
が
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

わ
か
り
づ
ら
い
場
所
に
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
使
わ
な
い
町
民
も

多
く
、広
聴
の
た
め
に
は
広
報
に
も
掲
載
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

町
政
へ
の
ご
意
見
・
ご
提
案
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
、
掲
載
方
法
等
改
善

を
図
り
対
応
す
る
。
広
報
へ
の
掲
載
は
締
切

や
掲
載
時
期
の
調
整
が
必
要
で
あ
る
が
、
適

時
に
掲
載
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　

今
後
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
伺

い
、
共
通
理
解
を
深
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
町
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
へ
と
循
環
し
て
い
く
よ
う
、
行
政
の
役

割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
。

進
め
て
い
る
。
現
段
階
で
は
こ
と
し
秋
ご

ろ
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。

　

常
勤
の
小
児
科
医
師
が
い
な
い
状
況
で
、

医
師
が
い
な
い
曜
日
に
病
後
児
保
育
は
実

施
で
き
る
の
か
。

　

病
児
保
育
で
あ
れ
ば
、
症
状
の
急
変
に
備

え
小
児
科
医
が
必
要
だ
が
、
病
後
児
保
育
は

回
復
期
で
あ
る
が
集
団
保
育
で
き
な
い
子
ど

も
の
一
時
保
育
な
の
で
小
児
科
医
は
必
ず
し
も

必
要
な
い
。

　

緊
急
事
態
に
は
病
院
の
医
師
や
救
急
で
対

応
し
て
い
く
。

　

将
来
的
に
病
児
保
育
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　

ま
ず
は
病
後
児
保
育
の
安
定
運
営
を
図

り
、
病
児
保
育
は
常
任
小
児
科
医
、
看
護

師
等
の
体
制
が
整
え
ば
実
施
を
検
討
し
た

い
。

町議のQ&
町のA

再
質
問
①

再
質
問
②

Q
１ 
一
般
質
問
事
項
の
そ
の
後

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

 Q
３ 

町
民
へ
の
情
報
提
供
の
方
法

に
つ
い
て

 Q
２ 

11
ぴ
き
の
ね
こ
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
松
尾
町
長

A
住
民
福
祉
課
長

A
住
民
福
祉
課
長

 Q
１ 

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て

山や
ま
だ田　

将ま
さ
ゆ
き之   

議
員

栗く
り
や
が
わ

谷
川
柳り

ゅ
う
こ子   

議
員
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町議のQ&
町のA

　

関
根
ふ
れ
あ
い
公
園
の
設
備
に
つ
い
て
、

次
の
こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

①
前
回
、関
根
ふ
れ
あ
い
公
園
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
提
言
に「
公
民
館
に
洋
式
ト
イ

レ
が
あ
る
表
示
を
す
る
」と
の
答
弁
だ
っ

た
が
、孫
を
連
れ
た
お
年
寄
り
が
公
民
館

ま
で
走
る
の
は
容
易
で
は
な
い
と
の
声

も
聞
こ
え
る
。予
算
化
を
検
討
で
き
な
い

か
。

②
公
園
に
は
直
射
日
光
を
避
け
た
り
雨
宿
り

し
た
り
す
る
場
所
が
な
い
。東
屋
の
よ
う

な
屋
根
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
な

い
か
。

①
構
造
上
、
外
気
に
触
れ
る
汲
み
取
り
式
の

ト
イ
レ
で
あ
る
た
め
、
衛
生
面
や
管
理
の

面
を
考
慮
し
、
構
造
が
単
純
な
和
式
が

最
適
と
判
断
し
て
い
る
。
公
民
館
の
ト
イ

レ
は
改
修
し
て
間
が
な
く
快
適
な
の
で
、

周
知
を
行
い
対
応
す
る
。

②
南
部
バ
ス
か
ら
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
譲
り

受
け
、
整
備
し
て
活
用
す
る
計
画
で
経
費

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　

中
央
保
育
所
跡
地
の
利
用
法
は
未
定
と

の
こ
と
だ
が「
夕
方
灯
が
と
も
ら
な
い
の
は

さ
み
し
い
」と
近
隣
の
人
び
と
は
話
し
て
い

る
。お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
利
用
で
き

る
施
設
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
が
町
長

の
考
え
は
。

　

活
用
法
は
決
定
し
て
い
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
使
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
も
の
に
す
る

た
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
や
議
員
の
皆

さ
ん
に
相
談
の
上
決
め
て
い
く
。

　

バ
ス
停
ま
で
の
歩
行
や
乗
り
降
り
が
困

難
で
病
院
受
診
や
買
い
物
の
移
動
手
段
に

困
っ
て
い
る
お
年
寄
り
が
い
る
。町
の
施
策

で
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　

令
和
２
年
度
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
の
可

能
性
を
探
る
た
め
、
交
通
空
白
地
帯
や
需

要
の
有
無
、
経
費
の
調
査
や
タ
ク
シ
ー
事
業

者
と
の
協
議
等
を
計
画
し
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
の
月
日
が
経

過
し
た
。今
後
は
地
震
被
害
だ
け
で
な
く
、

洪
水
・
土
砂
災
害
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
。震

災
を
教
訓
に
、多
様
化
す
る
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、町
民
の
防
災
意
識
の
向

上
が
必
要
で
あ
る
。

　

災
害
に
素
早
く
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、

行
政
が
町
内
会
や
消
防
団
と
し
っ
か
り
連

携
す
る
こ
と
が
防
災
力
の
底
上
げ
に
な
る

と
考
え
、次
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

①
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
防
災
マ
ッ
プ

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
そ
の
効
果
は
見
ら
れ
る
か
、
ま
た

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
周
知
対
策

は
行
っ
て
い
る
か
。

②
学
生
が
消
防
団
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

は
、地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
貴
重
な

経
験
で
あ
る
こ
と
か
ら
、学
生
消
防
団
の

設
立
が
必
要
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え

は
。

①
情
報
を
更
新
し
た
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
を

４
月
に
全
世
帯
に
配
布
す
る
。
災
害
時
に

ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
る
た
め
、
取
る
べ

き
行
動
を
確
認
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

に
役
立
て
て
ほ
し
い
。
ま
た
町
に
は
防
災

士
の
有
資
格
者
が
２
名
い
る
の
で
、
町
内

会
や
自
主
防
災
組
織
が
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
実
施
す
る
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
高
校
生
ま
で
の
学
生
が
火
災
現
場
に
出
動

す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
三
戸

町
消
防
団
は
、
18
歳
以
上
で
三
戸
町
に

居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
れ
ば
男
女
関
係

な
く
、
大
学
生
で
も
入
団
で
き
る
た
め
、

新
年
度
は
大
学
生
も
入
団
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
防
災
の
担
い
手
と
な
る
若
年

層
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
八
戸

学
院
大
学
と
連
携
し
、
八
戸
学
院
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
推
進
室
の

協
力
を
仰
ぎ
、防
災
、消
防
団
活
動
を
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
す
な
ど
し
、
担
い

手
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一 般 質 問

Q
１ 
関
根
ふ
れ
あ
い
公
園
の
設

備
に
つ
い
て

Q
２ 

中
央
保
育
所
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

A
総
務
課
長

A
松
尾
町
長

Q
１ 

防
災
・
消
防
団
に
つ
い
て

A
松
尾
町
長

Q
３ 

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

千ち

ば葉　

有ゆ
う
こ子   

議
員

柳
や
な
ぎ
し
ず
く

雫　

圭け
い
た太   

議
員
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第
４
８
６
回
三
戸
町
議
会
臨
時
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町
民
と
の
交
流
会
の

　

報
告
書
を

　
　

発
行
し
ま
し
た

第486回臨時会で審議された議案と議決結果
議案番号 件　名 議決月日 議決結果

報告
第１号

専決処分した事項の報告及びその承認を求めることについて
（令和元年度三戸町一般会計補正予算第７号）
【概要】令和元年 10月の台風 19号で被災した町道沼ノ沢線、武士沢・扨ヶ
平・椛ノ木線の路肩洗掘決壊に伴う災害復旧に要する経費の専決の報告。

2 月 3 日 原案承認

議案
第１号

さんのへパークゴルフ場の指定管理者の指定について
【概要】令和２年４月１日から３年間、全国の施設での管理実績を有す
る株式会社サンアメニティを指定管理者として指定するもの。指定管理料
は令和２年度 662 万円、３年度 661 万円、４年度 660 万円を見込む。

2 月 3 日 原案可決

議案
第 10 号

令和元年度三戸町一般会計補正予算（第８号）
【概要】歳入は地方交付税 1,135 万円の増加。歳出は除雪費の追加 1
千万円のほか、新たなラッピングバス製作委託料 132 万円等を追加した
もの。

2 月 3 日 原案可決

　

２
月
３
日
、
第
４
８
６
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
10
月

の
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
公
共
土

木
施
設
の
災
害
復
旧
費
に
関
す
る

補
正
予
算
専
決
の
報
告
の
ほ
か
、

令
和
２
年
度
か
ら
、
三
戸
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

【
主
な
質
疑
】

Ｑ
．
竹
原
義
人
議
員

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
コ
ス
ト
削
減

の
た
め
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
と
い
う
が
、
昨
年
ま
で
の

体
制
で
は
で
き
な
い
理
由
は
。
ま

た
、
指
定
管
理
に
よ
っ
て
ど
う

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
コ
ス
ト
の
削

減
が
行
わ
れ
る
の
か
。

Ａ
．
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

こ
れ
ま
で
は
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
に
運
営
を
委
託
し
て
い
た

が
、
会
員
の
高
齢
化
等
に
よ
り
引

き
続
き
管
理
し
て
い
く
の
は
困
難

で
あ
る
と
の
こ
と
で
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
至
っ
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
に
よ
り
大
会
の
開
催
、
小
学

生
へ
の
無
料
券
の
配
布
、
子
ど
も

の
日
の
景
品
や
お
盆
の
縁
日
な
ど
、

自
主
事
業
を
考
え
て
い
る
。

町
有
財
産
を
調
査

サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理
者
に
指
定

　

１
月
23
日
、
町
有
財
産
と
な
っ
て

い
る
、
旧
三
戸
中
学
校
、
旧
三
戸
町

農
業
会
館
、
旧
町
民
運
動
場
、
旧
三

戸
北
小
学
校
、
城
山
公
園
売
店
跡
地

の
管
理
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

【
調
査
結
果
・
意
見
】

・
三
戸
中
跡
地
は
使
用
目
的
が
決

ま
っ
た
ら
即
着
手
で
き
る
よ
う
計
画

的
に
造
成
実
施
を
。

・
相
撲
協
会
練
習
場
の
移
転
候
補
地

は
旧
農
業
会
館
が
最
適
で
あ
る
。

・
図
書
館
等
利
用
者
の
駐
車
場
確
保

の
た
め
、
未
舗
装
部
分
の
舗
装
整
備

を
。

・
城
山
売
店
跡
地
に
休
憩
所
の
設
置

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
な
ど

　

昨
年
12
月
22
日
に
開
催
し
た
「
議

員
と
町
民
の
交
流
会
」
で
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
、
１
冊
の
報

告
書
に
ま
と
め
、
２
月
に
三
戸
町

役
場
（
議
会
事
務
局
）
、
斗
川
支
所
、

猿
辺
支
所
、
三
戸
中
央
病
院
、
中
央

公
民
館
、
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す

が
、
も
っ
と
身
近
な
施
設
に
設
置
し

て
ほ
し
い
と
い
う
ご
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
近
く
の
議
員
や
議
会
事

務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

竹
原
義
人
・
千
葉
有
子

栗
谷
川
功
・
中
野
　
孝

佐
々
木
和
志

議員活動レポート議員活動レポート
※改選前の議員による調査で未報告のものについて掲載しています。
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三
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２
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編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
の
た
め
、

第
４
８
７
回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
会

期
中
は
、
議
員
、
行
政
側
と
も
に
マ
ス

ク
を
着
用
し
て
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
傍
聴
さ
れ
る
方
に
も
、
手
指

消
毒
を
し
て
か
ら
の
入
場
と
、
マ
ス
ク

を
お
持
ち
の
方
に
は
着
用
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
完
全
な
収
束
と
な

る
ま
で
続
け
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、改

選
後
初
の
定
例
会
で
は
各
議
員
か
ら

活
発
な
予
算
質
疑
と
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応

え
る
た
め
、町
の
未
来
の
た
め
、議
会

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
改
選
後
の
第
一

号
と
な
り
ま
す
。
新
鮮
で
柔
軟
な

発
想
を
も
っ
て
、
よ
り
読
み
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

心
掛
け
、
議
会
活
動
の
情
報
を
発

信
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
山
田
将
之
）

三
戸
町
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長	

山　

田　

将　

之

副
委
員
長	

久　

慈　
　
　

聡

委　
　

員	

栗
谷
川　

柳　

子

	

藤　

原　

文　

雄

	

佐
々
木　

和　

志

	

竹　

原　

義　

人

　

令
和
２
年
１
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
、

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
最

終
選
考
に
お
い
て
、
当
町
の
議
会
広
報

で
あ
る
「
さ
ん
の
へ
議
会
だ
よ
り
第

１
７
７
号
」
が
奨
励
賞
（
企
画
・
構
成

部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
国
２
７
４
町
村

の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
10
団
体
、
表
紙

写
真
賞
３
団
体
、
奨
励
賞
８
団
体
が
選

考
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
紙
に
つ
い
て
審
査
員
か
ら
「
住

民
に
寄
り
添
う
議
会
姿
勢
が
遡
及
さ
れ

て
い
る
」
「
『
定
例
会
だ
よ
り
』
で
は

な
い
広
報
を
実
践
し
て
い
る
」
な
ど
の

評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
町
民
目
線
の
議
会

だ
よ
り
の

編
集
に
努

め
ま
す
の

で
、
町
民

の
皆
さ
ま

の
ご
理
解

ご
協
力
を

お
願
い
い

た
し
ま
す
。

第488 回三戸町議会定例会（6月議会）予定（全日10：00 開始）

６月５日（金） 開会、町長による議案の提案理由の説明

６月８日（月） 議案熟考のため休会

６月９日（火） 一般質問（議員が町長などへ町政全般にわたって質問）

６月10日（水） 一般質問、議案の審議・採決（条例制定や補正予算など）、閉会

※新型コロナウイルス感染症予防のため、傍聴者数の制限を行う場合があります。ご了承ください。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
に
万
全
を

期
し
ま
す

第
34
回
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

さ
ん
の
へ
議
会
だ
よ
り
が

奨
励
賞
受
賞


